
～趣 旨～

小学校低学年の子供たちが，親元を離れて共同生活や自然体験活動を行うことを通して自分に

自信をつけ，協調性を育むきっかけづくりとする。

～主催・後援団体～

主 催：独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立信州高遠青少年自然の家

後 援：伊那市教育委員会

～活動日程～

～参加者～

小学１年生：３０名 小学２年生：１０名 合計4０名

（長野県：３４名，愛知県：３名，東京都：1名，山梨県：１名，静岡県：１名）

～活動トピックス～

活動Ⅰ 「動物になって遊ぼう」

講師：信州高遠青少年自然の家 職員

冒険の森で，動物になりきって身体

を思いっきり動かした。懸垂力・支持

力・跳躍力の向上を狙った各種プログ

ラムに積極的に取り組んでいた。その

後，周辺の林を探検しながら皆で自然

散策を楽しんだ。
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タイニーキャンプ②
平成29年９月2３日(土)～2４日(日)

【対 象】小学生(低学年)

【場 所】国立信州高遠青少年自然の家



講師：ボランティア活動Ⅱ 「絵本の読み聞かせ」

各活動班毎，担当ボラン

ティアが絵本の読み聞かせ

を行った。大型絵本を使っ

たり，子供達が好きな絵本

を読んだりして，各宿泊棟

で静かに読み聞かせた。子

供達は皆，目を輝かせなが

ら聞き入っていた。

活動Ⅲ 野外調理「マヨコーンピザ・マロンケーキ作り」

講師：信州高遠青少年自然の家 職員，ボランティア

野外炊飯棟で「マ

ヨコーンピザ」と「マ

ロ ン ケ ー キ 」 を 作 っ

た 。 子 供 達 は 小 麦 粉

を こ ね た り ， ピ ザ の

トッピングをしたり，

ホ ッ ト ケ ー キ ミ ッ ク

ス を 混 ぜ た り ， 火 起

こ し の 補 助 を し た り

し な が ら 一 生 懸 命 活

動に取り組んだ。

～参加者の声～

《参加児童》

・ピザ作りで生地をまるめたことを特に頑張った。またタイニーキャンプに参加したい。

・冒険の森までを探検したときに，ヘビの抜け殻やキノコを沢山見つけることができてとても楽

しかった。３泊４日でのタイニーキャンプをやってみたい。

《保護者》

・迎えの自家用車に乗るなり，すぐに「来年も絶対に行きたい。楽しかった 」と沢山の事を話。

してくれた。自然との触れ合いは，なかなかやりたくても連れて行かれないのが現状なので，

この金額で参加できたり，多くのスタッフに見守られながら元気いっぱいに活動できたりして，

本当に有り難い。

・子供にとっては，失敗して再度チャレンジしたケーキ作りが印象的だった。失敗を怖がる子な

ので，失敗してもやり直しがきくということをよい形で学べたのかなと思う。

・行く前は気がすすまない様子だったが，迎えに行ったときの表情がとてもいきいきとしたいい

顔をしていて，このキャンプがとても楽しかったことが伝わった。帰りの車の中でも楽しかっ

たことを沢山話してくれ，このキャンプで大きな自信をつけたことを実感した。

～成果と課題～

○今回は２日目の朝食の時間を8:００からにしたところ，その前の清掃や宿泊棟の片付けがスム

ーズに行えた。後のタイムスケジュールのことも考えると先に清掃，その後に朝食という流れ

の方が上手くいくと感じた。

○３つのめあて「挨拶をしよう 「自分のことは自分でしよう 「みんなで協力しよう」につい」 」

て，それぞれの活動場面毎に「がんばりカード」を用いて振り返らせた。自分たちの活動を振

り返り，頑張ったらシールを貼ったことで，次の活動への意欲向上に繋がった。

●同じ小学校の子供がかたまってふざけてしまう場面が見られた。班編制や宿泊棟の割り当て等

において，なるべく同じにならないように考慮する必要がある。


